
議事録 

審議会等名 令和４年度つくばみらい市文化財保護審議会  

開 催 日 令和５年３月２２日（水曜日） 

開 催 場 所 つくばみらい市役所教育委員会庁舎２階会議室  

出 欠 者 

町田教育長 

出席委員 大森、滝沢、中野目、松澤、渡辺 

事 務 局 大山課長、浅野室長、岡野主査、原信田先生、髙橋主事 

議 事 

・令和４年度文化財保護事業の概要について  

・令和５年度文化財保護事業の予定について  

・現地視察  

議 事 概 要 

・開会 午後２時００分 

・委嘱状交付  

・教育長あいさつ  

・委員長、副委員長の選出  

  委員長：中野目委員、副委員長：渡辺委員  

・委員長あいさつ  

・議事 

（１）令和４年度文化財保護事業について 

事務局より説明を行った。  

〇質疑等  

 

委員： 

 千手院の立像の修復はどの程度まで進んでいるのか。また来年度分

の補助金は議会で承認されているのか。 

事務局：  

修復は８割程度終了している。細かい作業があるため、残りは来年

度へ持ち越しとなる。来年度の補助金についてはすでに議会で承認さ

れている。30 万円程度となる予定。 

 

委員： 

古文書や発掘調査に伴う出土品が市内各施設に保管されているが、

今の保管状況は良いものではない。  

保管施設の要望については、前々から申し上げている。前教育長か

らは、学校の統廃合により施設が空くのを待っていただけないか、と



いうお話だった。その後どうなっているか。  

新しい施設をつくるのは難しいと思うので、学校跡地の活用が最後

の機会ではないか。施設の確保については強く申し上げておきたい。 

教育長： 

十和小学校跡地は総合教育支援センターとなり、今のところ文化財

を保管するという予定はない。  

事務局： 

現在のところは予定がないが、一部空き教室があれば、検討の余地

はあると考える。協議して進めていきたい。  

 

（２）令和５年度文化財保護事業の予定について  

   事務局より説明を行った。  

 

〇質疑等  

委員： 

 間宮林蔵生家の屋根の改修工事については、県との話し合いは進ん

でいるのか。  

事務局：  

県の文化課とは、予算のヒアリングまで済んでおり、来年度実施す

るということで調整が済んでいる。  

委員： 

 前回全面を葺き替えたのはいつか。また今回予算はどの程度確保し

ているか。  

事務局：  

 令和元年度に一面葺き替えている。全面葺き替えについては合併前

だと思うが、正確な時期は把握していない。  

予算については、全体で約１千３百万円程度、そのうちの３分の１

は県からの補助となる。 

委員： 

葺き替え後しばらくして大雨が降った際、萱がずれてしまったとい

う事例もある。入札の際にはよく話を聞いて、業者選定をしてほしい。 

 また、要望としてつくばみらい市に学芸員の資格を持つ正規の職員

を採用してほしい。  

 地域活性の要は文化財保護であることを前面に出さないと、開発に

流されて行ってしまう。例えば、他市では太陽光のパネルが増えてき

ており、地域の景観が損なわれているところもある。 

太陽光が悪いというわけではないが、学芸員がいれば、景観の保護等

に対して何らかの措置も取りやすいのではないか。  

また、最近国の重要文化財として認められた他市の古墳出土品につ



いては、約 30 年前からその市の学芸員が文化庁に対して粘り強く話し

続けてきた結果、認められたもの。文化財の保護や活用は、学芸員が

その地域で長く活動して実績を作っていかないと難しい。  

事務局： 

課としては、学芸員を配置したいと考えている。人事担当部署と協

議しているところであるが、すぐには難しいため令和５年度について

は歴史専門員の会計年度任用職員の要望となっている。  

 

委員： 

子ども達がやがて大人になって、地元に戻ってきてもらうためにも、

地元に対する郷土愛を子どものときから育んでもらうことが大切であ

る。 

委員： 

 文化財保存活用地域計画は進んでいるのか。  

事務局：  

 まだ具体的に進んでいる状況ではない。  

委員： 

他市の地域計画では、文化財を使った人材育成が大きな柱になって

いるものも多い。つくばみらい市においても、文化財についての教育

であるとか、適正な人材の配置等を考えながら地域計画を作成してい

ただきたい。 

 

委員： 

 20 年ほど前、伊奈町史編纂に携わったころから感じていたことだが、

史料の保存状態について大変心配している。利用していないものに対

しては予算が下りにくいのかもしれないが、そのままだとなおさら活

用が難しい。適正な保管の方法について引き続き努力していただきた

い。 

 

会議後は、屋根の改修工事が予定されている間宮林蔵生家へ向かい、

間宮林蔵記念館長の説明を受けながら現地での視察を行った。  

 

・閉会 午後４時 

 

そ の 他 傍聴人 なし 

 


